
ある所で仕事をした時、そこで手伝ってもらったり教えてもらったりしたおじさんとの話。

すごく親切なおじさんだったし、なんとなくこっちの意図が伝わってそうで困らなかった

から、大丈夫そうなところは
 

J
 

a（Yes）って言いまくっていたら、「ドイツ語できるね。」みた

いな大きな誤解を招いたようだったので、「実はわかってないことが多いけど、Ja って言い

てることあるんだよね。」的なことを言ったつもり。すると、「そりゃダメだ！そんなんじゃ

困るだろ。ドイツ語もできるようにならんだろ。わからん時は、ちゃんとわからないと言っ

てわかるようにしろ。」とかって怒られたっぽい。

親切なおじさんだったから、任せていたつもりだったけれど、『N
 

i
 

e
 

n(No)』とか『
 

I
 

c
 

h
  

w
 

e
 

i
 

ß

n
 

i
 

c
 

ht.（分からない）』とかって言うよりも、分かったふりをしてごまかしている方がコミュ

ニケーションとしてとっても失礼でした。その後は、『わからん』とはっきり言うようにした

ら、いろいろな仕草も交えて一生懸命伝えてくれました。

お店に行って店員さんに商品の場所を聞いたら『
 

I
 

c
 

h
  

w
 

e
 

i
 

ß n
 

i
 

c
 

ht.』って言われることもあ

り、おもわずツッコミをいれたくなることもたまにありますが、コミュニケーションがうま

く取れない暮らしの中での興味深い出来事でした。あれからというもの、わからないことを

伝えることで広がるコミュニケーションも、案外多い感じがします。もちろん諦められたり、

無視されることもあるけれど、仕方ないので笑って気にしないことにしています。

と、思ったけれど、その時たまたま仕事で困ることはなかっただけで、誰かが訳してくれ

たわけでもないので、おじさんの言っていたことと私の思っていることが果たしてその通り

だったかは不明です。でも、その時に感じた『人と人のつながり方』は確かだと思います。

ってことは、もしかしたら店員さんも、わからないのは『商品の場所』ではなく『私が何

を言っているのか』だったのかもしれません。
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という人がデザイ

ンしたある建物。

なんの施設？

siebte（2.11.2016)

オーストリア ウィーン在住 伊東宏修など
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近        醤油     豆腐     感  違      小豆   見  

       前  一升瓶   酢 見      現地産              

      高  我 家的     他          日本食材 扱 店      感 方 人 

         食材 中華系 韓国系  扱 店      菓子       麺          

       外 作   輸入   食品 関税    高価 前回 正解            円  

正解は
次回。


